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【内容】
　旧熊谷市域の戦後から平成の大合併までの歩みをたどる資料を集めた『熊谷市
史』資料編７を刊行しました。本編には、未公開資料を含む約900点の多彩な資料
を収録し解説しています。また、別冊付録『市報でつづる熊谷の戦後』では、戦後
の市内の歴史や変遷を目で見てわかりやすく振り返ることができるよう、当時の市
報記事を厳選して掲載しています。
【本の体裁】Ｂ５判 本編884ページ・別冊付録オールカラー95ページ
【販売価格】3,000円

特徴やPRポイント

・戦前、県内で２番目に市制を敷き、県北の中心都市として繁栄した熊谷市は昭和
20年8月14日の深夜から翌15日未明にかけての熊谷空襲により市街地を中心に深刻
な被害を受け、その直後に終戦を迎えました。本書は帯にある「焦土と化したあの
日から、平成の大合併まで」の言葉のとおり、終戦から平成の大合併までの資料を
収録しています。市政の拠点である市役所を焼失しながら戦災復興を進め、市民の
多大な協力を得ながら戦後の多くの制度改革に取り組み、合併や高度経済成長等を
経て再び県北の中核都市となるまでの軌跡を示す資料約900点を収録しています。
掲載資料は、行政文書、関係機関の所蔵文書や新聞に加え、個人の手記などで構成
されており、これまで未公開だった資料も含め、多分野にわたる記録を網羅してい
ます。
・カラー版の別冊付録では、戦後の市報の中から、昭和20～30年代の復興が進む市
内の様子がわかる号や、その後の市政の転換点となった出来事等(昭和の合併、国
体、新幹線開業、さいたま博覧会等)を扱った紙面を中心に選定し掲載しました。
当時を知る世代には懐かしく、これまで市の歴史に触れる機会が少なかった世代に
も親しみやすい内容となっています。
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